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B本学術会議Jをなり .No.35 

第16期活動計画決まる

平成 6iHl月 日本学術会議広報委員会

… ……一一一
日本学術会識は. 9 JJ28日から30F-lまでの 3111111. 第 120同総会をl刻似しました。今闘の日本学術会議だより

では，総会の概要及ぴ第16M活動計jlujについてお知らせします。

………………………… 
日本学術会醜第120回総会報告

日本学術会議第120同総会li.平成6年 9}) 28 11から 311
聞にわたって関鍛きれました.

この中で，①第16期の活動の指針となる「第16lUli.'i動計
蘭(申合せ)Jを質成多数で可決しました.その他②第2部

世話担当の「環境法学・環境政策学研究巡絡委貝会Jの設

置及び第3節世話担当の「技術革新問題研究連総愛貝会」

を「技術革新・伎術移転問題研究連絡委貝会」に名称変犯

することを内容とした日本学術会議会員1Iの改11.:.③巡合1存
S健会附置将来計問委貝会を改縦して.移転相側1.i!H会を設

置するこ kをいずれも質成多数で可決しました。

なお.活動B!"jilijの内脊は.下iidのとJ;リです内

第16期活動計画(申合せ)

今世紀後半.世界は大きく変化し.今や瓜大な転検IUIを
迎えるに至った.人類は，多〈の新たなl問題にi紅iML.21 
世紀に向けてその生存と繁栄のための新たなl世界枚序を筏

索している.ここにおいて人鎮の「知」の適切な行使が求

められ.学術に対するlUI待が高まるとともに， ?j:術n体の

あq方もまた聞いなおされようとしている固このようなt!t
界情勢の'1'で.我が闘の3括的卸Jにむける・γ:術のíR~刊.はま
すます増大してお札我が闘の4・?米はーに学術の発岐にか

かっているといっても過itではなも」

本会議は，科学が文化問家の碁礎であるという締街に京
って，科学者の総意の下に，我が同のミlξ制的復興，入館1社
会の福祉に貢献し.世界の学界と提』揮して小術の進砂に前

与することを使命として設立された(11本学術会議法時ij丈)。

その後半世紀にわた1).本会識は:12が問の特ザ::fjの内外に
対する代表機関として.学術の進展に貢献してきたが.1-.
2己の学衡の重要性にかんがみ，本会議の果たすべき役割li，
さらに地大しつつある.

本会議は，その役割を遂行するために.以ドのとおリ第

16期における活動計商を定め.人文・社会科・''j:}，tぴ11然H
学を鏑経する我が悶唯一の機関であるという特色を生かし

つつ.これに即して活動する.

1.活動の視点

目本学術会議は.第16耳目の活動において.以トの悦点を

重鈍する.

(1)歴史的転換期にお付事斬たな展望の探求

人類の歴史は，今やJI¥大な転換期を迎え.その先行き

はきわめて不透明である.入額社会は.21世紀に向けて
その未来を切り開〈ために，学術の発燥をますます必要

とし.学術の主体性を舷立することを求めている. 11本
学術会識は.学術と社会との深い関わqに思いをいたし，
人文・社会科学及びn然科学にわたる我が問の4・ドi:l'iの

総怠を結集し.人鎖社会の新たな~~担の探求のために.
学術が来たすべき役割lを考銭する.

(2) 日本の学術研究体制の方向づけ

学符jが来たすべき役捌からみたとき.日本の学術研究

体制の現状には.早急に改善すべき点が多/?Ii旋する同

特に.その'1'紬をなす大fr.-研究機関.学術開休は， ~f 
究の進歩に f1~ う新たな専門分化や.急速に進行しつつあ
る学術の悶際化.t，市線化に早急に対応することをi自られ

ている.また.ニれらは.研究 1:の後継.r;を含む人材育

成における深却!なl付婚にil(iTdし.その克服のHWを際家

している。 11本"1:術会議1.1. 11本の学術術究体制lが新た

な状況に対応し人!1m会のJUI待に応える研究成果を'1，
みIBすことができるように.その}jll'J-プけについて協力

する.

(3) 国際学術活動への積徳的貫徹

42が問における予術の[司際交流は.従来ややもすると

先進諸闘のザ:術を受符することに重点が筒かれてきた.

しかし.今や42が問にlよ， r~~際平和の維進や環境問題の
解決等.地球的， F~I際的地伎の課題について， nらの研

究を充実させつつ.以;<世界の学術の~/j是に償鋭的に?年
ラすることが求められている。

このため， 11本マ:術会議は， f)本の学術が受け身の態

勢を脱L，その特色を'(，かしつつ， .111:界の"I'停jの党IJ是の
ためにイニシアティプを免拘『するニとができるように.

nらの役;切を来たすべきである。

2.量点観題

11本学術会識が対応すべき学術.1:の探題としては，(1)各
学術分野に共通する学術研究体制 1:の‘'!iiiliのJR要課題. (2) 

続投.人知社会がjf(lfIIしている1ft嬰課題で.人文・社会科

学からn然n"i:にわたる総合的な知見が必要とされている

もの. (3)今後間裂となって〈ると F怨されるマ:術的な筑波・

諜姻のうち.本会議として特に先見伎を発掬して研究繍涜

の戦術等を訴えるべきもの.が考えられる.

本会議は.これらの'1'から早急に取リ車11むべき1責点課題

を設定L，人文・社会科学からn然科学にわたる金分野の

科ザ':.r;の意見を結集Lて倹討にあたる.

これらのうち.特に緊急な対応を要する課題は.機動的
かっ早急に審議を行い.その結来を対外的に発表する.さ

らに.第16期中に発生するであろう新たな問題についても.

遅滞な〈対応する.

日本争体j会議は.党Jιして501f.i!i:くになるが.本会議そ

のもののあリ )jについても常に検討を続ける必嬰がある.

現時点において取り車IlL'べき策点課題を以下に示す.
(1) 21世紀に向けての新Lい学術の動向

「知IJの総合化や・"tflii311~}!l'tの ;Ij.縦成など.新しい学術
の動l白jを.とりわけパラダイムの転換を中心に犯催し.
21111:~に向けての宇都jのあり 1iについて検討する.
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(2) 学術研究体制の霊備

① 学術団体の支媛・強化方策

さまざまな困難に底的Iしている学術開休の現状を断

まえ.その支援・強化等の)j策について検討するの

② 大学・研究機関における研究基盤の改革

大学院重点化やセンター・オプ・エクセレンスの栴

想等我が国の研究体制の析しい動向を把娠し.大学・

研究機関における研究基健の改箪について検討する。

③優れた研究者の餐成・確保と教育

若者がま工系を始めとして長期の学制を要する争術

分野を離れる傾向が指摘されていることから，慣れた

研究者の養成・篠l!t}jmについて，教育のあり }jをも

含めて検討する。
(3) 科学者の婚位と社会的責任

女性科学者の研究環境の改持についてjlilllJを覚した第

15期に引き続き，学fllJ・思氾!の自IU.料''i:fiのJ也N:と1命
寝・社会的資任について検討を深める。特に.我が[iilの

若手研究者の研究環境を改善し，研究:tif:欲を l(iL!:させる

ために，科学者の地位・処遇.研究明の配分.業紙評価
のあり方等について検討する。

(4) 学術情報・資料の充実・登備

① 掌術におtする情報化の推進

今後極めて重要となるデータベースの11tJJX;やコンビ

ュータ・ネットワーク・システムの幣備など.学術に

おける情報化の推進方策について検討する。

②公的資料等の保存・施段の聾備と公開
公的資料等の保存.その施設・設備の幣備と公開予

統の確立についてさらに前進させる。

③知的財産指
急速な情報技術の進展に Ilい，顕iHじしてきた世II(I~

財産権の問題について，専門家の養成の問題をも合め

て検討する。
(5) 国際学術交流・協力の推進

① 学術における国際化の推進と国際対応カの強化

学術分野における悶際化の推進と闘際対応力の強化

方策について，いわゆるメガサイエンスにおける間際

協力のあり方をも含めて検討する。

② 国際的にバランスのとれた学術交涜・協力のあり方

欧米諸国との交流に偏っている現状を見献しバラ

ンスのとれた学術交流・協力を実現するために.アジ

アを始めとする世・界の諸地域との学術交流・協力のあ

り方や交流・協力のための基鍛の育成方策について検

討する。

③学術国際貢献のための新システム

学術分野における国際賞献のために必要とされ，第
15期において検討きれた新たなシステムの綿築につい

て.さらに努力する。
(6) 高蹴化社会の多面的検討

高鈴化の急速な進行に直i雨しつづも，健やかに老いる
ことのできる社会の築現のため.生き叩饗の問題や小児

期からのライフスタイルの改普.廠lJl. if.金・医療・縞

祉など高齢化社会に伴う経済上，法律上の諸問題、高俗
化社会に向けての研究開発体制.高骨骨化社会に適合しう

る医療とケアのシステムなどについて.老人医学をまfiめ
とする諸科学が協力して多面的に検討する。

(7) 生命科学の進展と社会的合意の形成

生命科学とその応用の急速な進展のもたらす倫現的，

社会的諮問題について，自然科学と人文・社会科学との
協力の下に検討し，これら諸問題の解決}j策の検討及び

これに対する社会的合意の形成に資する。
(8) 学術と産蝶

学術と産業の関わりの実態分析の uこ立ち，今日の学

術と産業とがそれぞれにとって有ーする窓義と問題点とを

明らかにするとともに，企業と大学・研究機関における
適切な研究の役割分担や基礎的研究の研究体制など，学

ff.iと1m業との|則係のあリ }jをhl改め(:.i:i置つntをも;'>，-めて
検討する。

(自) 地嫁環境と人間活動

人奴の経済社会活動の拡大等にflい深刻化している環

境問題について，エネルギーや 1:地の手11mなどの人間治
動との関連や，ライフスタイルのあリ Ji. 人1Jと食繍の

問題の検討を合め.持続可能な発援のための方策.及び

これに対する我が悶の貢献のあり方について検討する。

(10) 脳の科学とこ二ろの問題

今後のザ:術研究に JH、て震裂な学際的課題となること

が子怨される脳の科学とこころの問題について. 21世紀

にI('Jけてのザ:術研究J-.の課題と展製とを191らかにすると

ともに，今後の研究体制のあり方について検討する。

(11) アジア・太平洋地域における平和と共生

同i標的な :'11.制 lの 1111閣が新たな機.f:1Iを fi~_ している冷戦後
のi":界情勢を検川する，'，て1 特にアジア・太平i利也械に

おける平和と安全に関連する諸要因を分析し貧閣の克

服と編祉の楠進.経済発展と科学技術，文化の相互関係

と多様な価IdIの J~rI:の問題など，平和と共生に寄与する
ための学術的視点について.アジア・太平洋地域に重点

を買いて検討する。

(12) グローパリゼーションと社会構造の変化

ilt界が. 1可際化・情報化・ ili場経済{じなどを通じてグ

ローパリゼーションにI('Jかつて大きく変化している'1'で.

J誌が国の産業1E洞化， 日本型経営・雇用慣行の変化， 多

悶籍企業や知的財1京備の!問題.市民生活・文化へのイン

パクトなど社会栴i世に'1:じている新しい課題を洞察し.
これに抜本的に対処するため.学術的倶点から検討する。

3.重点螺題の審隠

上記の量点課題の帯織は，常霞委員会及び今J!l1の当初設

罰する特別委員会(耳Ij決2)がこれにあたる.両委員会は.

速やかに審議を行い，第16期中{緊急性のあるものについ

ては. 1年ないし 2年以内)に検討結果を発表する.常援

委員会.特別委員会及び研究連絡委員会は，相互の連絡・

協力を畿にする。

なおt 'i首置袋貝会Jiぴ特別委員会の所掌事項は別表 1及
び 2 に ;J~すとおリである。

(日1)表l及び日1)表2省略)

※参考
〈常置委員会名事 項)

第 1~常置ー研究連絡委員会活動活性化の方策及び日本学
術会織の組織に関すること a

第2常置一学f1ij・思想、の自由並ぴに科学者の倫理と社会

(I'~ ì'ft.f.及びI也事Yの 1~L1二に関すること。
第3常置-!"f:符1の動向の現状分析及び学術の発肢の長期l

的動向に関すること。

第4常置 自IJj主的研究餓成のための学術体制に関するこ

とJiぴ学術関係諸機関との連携に関すること a

第5常置一学術情報・資料に関すること。
第6常置一同際す:術交流・協力に関すること(第 711¥.慣

委民会の事項に属するものを除<l。
第7常置 学術に関する国際I骨体への対応及ぴその団体

がliう同際学術協力事業・計良iへの対応に関

すること。
〈特別委員会名〉

高齢化社舎の多面的検討

生命科学の進展と社会的合意の形成

学術と産君臨

研究者の聾成・砲保と教育

地球環境と人間活動

脳の科学とニニろの問題
アジア・太平洋地織における平和と共生

グローパリゼーションと社会構造の変化

W:l 特別委の検討事項は r2重点課題」の関係項に同じ。




